
南アルプス自然環境有識者会議 第１回会議 

 

次    第 

 

 

１ 全体会議                     平成 30 年８月８日（水）9:40～9:55 

県庁別館９階特別第１会議室 

 

(1) 開 会 

 

 

(2) 知事挨拶 

 

 

(3) 委員紹介 

 

 

 

                            

２ 部 会 

・生物多様性部会    10:00～12:00 県庁別館 20 階第 1会議室Ｂ  

・地質構造・水資源部会 10:00～11:30  県庁別館９階特別第１会議室 

 



 

南アルプス自然環境有識者会議 委員一覧 
 
（生物多様性部会） 

氏   名 職      等 備考 

板井 隆彦 静岡淡水魚研究会会長  

岩槻 邦男 東京大学名誉教授 特別顧問 

岸本 年郎 ふじのくに地球環境史ミュージアム教授  

増澤 武弘 静岡大学客員教授  

三宅 隆 
NPO 法人静岡県自然史博物館ネットワーク副

理事長 
 

山田 久美子 静岡県立東部看護専門学校非常勤講師  

（＊敬称略、五十音順）  
 
 
（地質構造・水資源部会） 

氏   名 職      等 備考 

大石 哲 神戸大学都市安全研究センター教授  

塩坂 邦雄 
株式会社サイエンス技師長 

特別上級技術者（土木学会） 
 

丸井 敦尚 
国立研究開発法人産業技術総合研究所  

地質調査総合センター総括研究主幹 
 

森下 祐一 静岡大学学術院理学領域教授  

（＊敬称略、五十音順）  
 



 

南アルプス自然環境有識者会議第１回会議(全体会議) 

 県出席者一覧 

 

所  属 ・ 職  名 氏   名 

静岡県知事 川勝 平太 

部長 鈴木 亨 

部長代理 塚本 秀綱 

部理事 田島 章次 

環境局長 織部 康宏 

環境政策課長 稲葉 清 

自然保護課長 服部 敬 

生活環境課長 鈴木 智也 

く

ら

し

･

環

境

部 
環境局 

水利用課長 前島 正典 

オブザーバー：漆畑秀樹 静岡市環境局環境創造課ｴｺﾊﾟｰｸ推進担当課長 

 



日時   　平成30年8月8日（水）午前９時40分～

場所   　別館9階特別第一会議室
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南アルプス自然環境有識者会議設置要綱 
 
（設置目的） 
第１条 南アルプスにおける生物多様性の重要性を再確認し、リニア中央新幹線ト

ンネル工事が南アルプスの自然環境や大井川水系の水資源に及ぼす影響等を明

らかにするため、「南アルプス自然環境有識者会議」（以下、「有識者会議」とい

う。）を設置する。 
 
（検討事項） 
第２条 有識者会議は以下の事項を検討するものとする。 
(1) リニア中央新幹線トンネル工事が南アルプスの自然環境や大井川水系の水

資源に及ぼす影響に関すること。 

(2) 南アルプスの自然環境と大井川水系の水資源の保全に関すること。 

(3) その他、上記の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 
（構成） 
第３条  有識者会議は、生物多様性部会及び地質構造・水資源部会をもって構成す

る。 
 
（部会） 
第４条 部会は、有識者による委員をもって組織する。 
２ 部会に、部会長を置く。 
３ 部会長は、委員の互選によって定める。 
４ 部会の運営に当たり特別顧問を置くことができるものとする。特別顧問は、必

要に応じ総合的な見地から助言を行う。 
 
（会議） 
第５条 部会の会議は、部会長が招集し、部会長がその議長となる。 
 
（事務局） 
第６条 生物多様性部会の事務局は自然保護課、地質構造・水資源部会の事務局は

環境政策課に置き、部会の庶務を担当する。 
 
（その他） 
第７条 この要綱に定めるもののほか、有識者会議の運営に関し必要な事項は、別

に定める。 
 

附 則 
 この要綱は、平成 30 年８月３日から施行する。 

（別紙１） 


